
　
毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
、
雄
勝
小
学
校

の
校
庭
に
は
元
気
い
っ
ぱ
い
な
子
ど
も
た

ち
の
、
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
中
に
名
振
地
区

の
大
和
恵
一
郎
さ
ん
・
千
恵
さ
ん
ご
夫
妻

の
姿
が
あ
り
ま
す
。

　
雄
勝
地
域
で
は
、
ま
だ
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
設
置
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
い
、
お
二
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
雄
勝

小
学
校
に
足
を
運
び
、
放
課
後
の
時
間
を

活
用
し
て
運
動
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
感
じ
て
欲
し

い
」
と
話
す
千
恵
さ
ん
。

　
み
ん
な
で
過
ご
す
こ
の
時
間
は
未
来
に

羽
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
地
域

の
中
で
過
ご
し
た
か
け
が
え
の
な
い
大
切

な
思
い
出
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
ね
。
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る
運
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地域に育まれ、元気いっぱい健やかに
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支  出
1,581,639,983円

収  入
1,581,639,983円

会費収入 16,718,150円
寄附金収入 2,456,939円

経常経費補助金収入
178,677,136円

その他の活動支出 303,058,056円

障害福祉サービス等事業収入
96,200,142円

受取利息配当金収入
205,652円

前期末支払資金残高
485,938,168円

その他の活動収入
292,468,912円

その他の収入
21,255,343円

貸付事業等支出 1,390,000円
共同募金配分金事業費 7,872,243円

人件費支出
637,800,024円

事業費支出 143,233,725円

事務費支出 32,927,469円

助成金支出 750,000円
負担金支出 11,400円

施設整備等支出 86,942,520円

事業収入 15,339,683円

貸付事業等収入 1,425,000円

令和２年度
収支決算

受託金収入
230,944,474円

当期末支払資金残高
367,654,546円

負担金収入 759,223円

介護保険事業収入
239,251,161円

石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

役
員
紹
介

（
令
和
三
年
六
月
二
十
四
日
選
任
）
敬
称
略

【
新
役
員
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
】�

○
役
　
　
員

　

会　
　

長　
　

林　
　

久
善

　

副
会
長　
　

井
上　

誼
一

　
　

同　
　
　

齋
藤　

洋
一

　
　

同　
　
　

阿
部　

勝
治

　

常
務
理
事　
　

久
保　

智
光

　

理　
　

事　
　

相
澤　

和
宏　
　

阿
部　

弘
樹

　
　
　
　
　
　
　

境　
　

政
幸　
　

阿
部　

光
彦

　
　
　
　
　
　
　

加
藤
登
美
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櫻
井　

美
子

　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

喜
弘　
　

鈴
木　
　

学

　
　
　
　
　
　
　

安
住　

栄
一　
　

門
間
ひ
と
み

　

監　
　

事　
　

松
川　

幸
代　
　

村
上　

優
治

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
義
明

○
顧　
　

問　
　

齋
藤　

正
美
（
石
巻
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　

青
木　

八
州（
石
巻
商
工
会
議
所
会
頭
）

【
退
任
さ
れ
た
役
員
の
方
々
】�

敬
称
略

　

会　
　

長　
　

大
槻　

英
夫

　

理　
　

事　
　

須
能　

邦
雄

　

監　
　

事　
　

神
室　

清
孝

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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※新型コロナウイルスの影響により、開催が中止になる場合があります。

　近年、核家族化が進み、祖父母と生活することが少なくな
ってきていることから、交通安全教室（こじかクラブ）を祖父
母のみなさんと一緒に行っています。園児の交通安全ととも
に、コロナ禍の中、短い時間の活動ですが、ふれあいを大切
にしています。
　その他に夏祭りや運動会では、
地域の方にお越しいただき保育所
のことをより理解してもらうよう
にしています。
　また、地域の遊び場も少ないた
め、地域の子どもたちに園庭を開
放しています。

　平成28年４月から改正社会福祉法により、社会福祉法人による「地域における公益的な取組（社会貢献事業）」の
実施が法人の責務として位置づけられました。この取組は、次の３つの要件をすべて満たすことが必要となります。
　（１）社会福祉事業または公益事業を行うに当たって提供される「福祉サービス」であること
　（２）「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者」に対する福祉サービスであること
　（３）無料または低額な料金で提供されること
　石巻市内にはたくさんの社会福祉法人がありますので、実際にどんな社会貢献事業に取り組んでいるのか、順
番にご紹介していきたいと思います。今号では「社会福祉法人ひろぶち」さんをご紹介します。

社会福祉法人ひろぶち
■法人所在地　石巻市広渕字新泉沢３５１番地１	 ■電 話 番 号　０２２５－７３－２３３２
■ウェブサイト　https://www.hirobuchi.jp/	 ■設立年月日　平成２４年３月２８日
■事　　　　業　保育所	 ■施設・事業所　広渕保育所
■社会貢献事業

　紙面上ではお伝えしきれなかった情報につきまし
ては、インタビュー形式で本会ウェブサイ
トにて詳しくお伝えしております。ぜひ、
ご覧ください。

　本園を卒園した園児が保育実習生として、実習に
来ることも多く、昔の面影を感じながら、受け入れ
ています。
　学校の授業で保育士や乳児教育について学び、実
習で経験したことを活かして、これからの保育を担
う保育士として活躍されることを願っています。

　地域の中にある保育施設として、多くの住民が
「おはよう」、「こんにちは」と声をかけたり、登降
園の様子を見守ったり、自然な形で園児たちとふれ
あい、お互いが顔見知りになることで、子どもたち
は安心して地域で過ごすことができます。また、子
どもたちや子育てを優しく見守る大人が増えること
は、地域全体の安心感にも繋がります。

【お問い合わせ・申込み先】　ボランティアセンター  ☎96−5290

「親子で作る折り紙講座」
各種講座の開催案内 各種講座の開催報告

内　　容：親子で楽しめる折り紙の折り方を習います
講　　師：三條真理子氏
開催日時：８月21日（土）９時30～11時30分
会　　場：石巻市社協生活支援課
　　　　　（湊町一丁目２－２）
対 象 者：市内にお住いの親子 
持 ち 物：筆記用具、上靴（スリッパ）
定　　員：５組　参加費：無料
申込締切：８月13日（金）

祖父母交流会の餅つき

保育所の全景

『第１回レクリエーション講座』
６月19日（土）開催
　いしのまきレクリエーション協
会のみなさんを講師にお招きし、
コロナ禍でもできるレクリエーシ
ョンを学びました。参加者からは
「覚えやすい振りや動作がとても良
かった」などの声をいただきました。

石巻市内で活動している社会福祉法人のご紹介
第
５
回

（１）地域交流 （２）実習生の受け入れ

（３）地域の見守り体制づくり
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肩甲骨の周りをやわらかくしましょう

初回案内のチラシ

19年間を記録した大切な日誌

平成14年5月の記録

年齢関係なく和気あいあい

「理学療法士から学ぶ健康教室」
サロン活動歴20年目に突入！！千羽鶴を奉納

～神取ロコモン会の活動～

花壇をきれいに！
～サロン活動「沢田ひなたぼっこ」～

バラに囲まれ、楽しくワークショップ

「季節のお便り」をお届けします！！

　5月26日（水）、北上保健医療センター「ひまわり」で健康
教室を開催しました。今回は、理学療法士会理事の坪田先生
より健康な体づくりの講話をいただきながら、痛みの原因、
対処法や予防等を学びました。
　脳トレ体操と軽い運動を日常生活の中で取り入れる等、楽
しくわかりやすい教室となりました。参加者の中から「足がつ

　神取ロコモン会は、平成27年にサロン活動を通じて地域社会
に貢献することを目的に立ち上げ、健康増進活動・地域交流行事
の企画運営や地域行事の様々なボランティア活動等も行ってお
り、会員は14名です。
　活動について会員の方々は、「コロナ禍でサロン活動も例年通
りとはいきませんが、感染予防対策等に気をつけながら今できる
ことを考えて活動していたところ、神社の千羽鶴が傷んでいたの
を見て、この時期に気づいたのも何かの縁。関係者に相談し、制
作することとなり、会員それぞれ折り紙数百枚を分担し自宅で折
り、８月までに折り鶴を持ち寄り、９月に行われる神社の秋祭り
の際に疫病退散の願いを込めて千羽鶴を奉納しようと取り組んで
います。地域のみなさんの笑顔を見るとうれしいし、今後も地域
交流に役立っていきたい。」と話されていました。

　６月14日（月）、須江農村定住センターを会場にサロンを開催
している「沢田ひなたぼっこ（代表 三浦幸枝氏）」のみなさんが
６月のサロン活動としてセンターの花壇に花を植えました。
　お天気にも恵まれ11名のみなさんが花壇に肥料を入れ耕し、
ベゴニアやマリーゴールドなど色鮮やかな花を、配置を考えな
がらみんなで協力し、植えていきました。
　参加者の方は「月に１度のサロンの時に花を眺める楽しみが
増えました」と話していました。

　「誰かやってくれるだろう…、
ではなく、誰かがやらねばい

　雄勝のローズファクトリーガーデンでは、毎年６
月頃にバラの見頃を迎えます。
　綺麗なバラでいっぱいのローズファクトリーガー
デンで、雄勝地区の生きがいデイサービスをご利用

今期は５回コース！ 介護予防教室第１弾

った時どう対処
したらいいの」
「腰痛にいい体操はないの」と、切実な質問にも丁寧に朗
らかにアドバイスをいただき、とても好評で時間が足りな
いほどでした。
　また、今年度は栄養面にも特化しながら運動機能と、栄
養をタイアップし充実した教室を計画しています。地域の
方々が健康で自分らしい暮らしのお手伝いができるよう頑
張っていきます。

のみなさんが押し花
アクセサリー作りの
体験をしました。

　牡鹿支所では、65歳以上の一人暮らしの方を対象に、郵便配達時の声がけを実施し、定期
的に安否確認の強化を図ることを目的として、毎月第４土曜日に絵手紙を郵送しています。

　活動を開始してから、今年で６年目を迎える「中央第二ひまわ
り会」をご紹介します。
　復興住宅の集会所で月１回、年齢関係なくいつも和気あいあい
とした雰囲気の中、活動されています。日頃からお互いに声を掛
け合い、心配し合える関係作りを大切にしており、自然と “支え

　ボランティア「絵てがみサークル
ふきのとう」のみなさんの協力をい
ただき、季節の花や果物等を絵手紙
（はがき）に心を込めて書いておりま
す。ぜひ利用してはいかがでしょう
か？
　利用ご希望の方は、各地区の民生
委員児童委員または、牡鹿支所にお
申込みください。（☎４５－２６８４）

けないのよ」と語る武山昭子さんは、飯
野川地区で20年に渡り「仲町ふれあい
会」の代表としてサロン活動を継続して
きました。現在はコロナ禍で集まること
を控えているため、一人一人に自ら手紙
を書き、訪問しながら会員の様子を伺っ
ているとのことでした。
　「継続の秘訣は？」と質問をすると、「震
災時や今回のコロナ騒動もそう、どうし

ようか…と思うときもあったの。でも地域に待ってくれている方
がいるのよ。みんなの笑顔を思い出すと辞められない。またあの
笑顔を見たくなってね」と答えてくれました。
　「一緒に活動してくれるお
世話役がいるから、こうして
長く続けられてきた。今後は
一緒に活動を支えてくれる仲
間を増やしながら地域のため
に頑張るわ」と元気に語って
くれました。 個性が輝く

アクセサリー

赤、ピンク、
白の順が
いいかな？

みんなで脳トレ体操

季
節
の
便
り
を

　
お
届
け
し
ま
す

一緒に書いてみませんか？

　自分好みの押し花を選んで、可愛らしいアクセ
サリーを作る姿は真剣そのもの。出来上がったア
クセサリーを眺め、みなさん満面の笑みでした。
　地域のなかで、こんなふうに笑顔があふれる時
間や場所、大切にしていきたいですね。

好みの
押し花選びに
夢中

サロン紹介

「中央第二ひまわり会」

合い” が生まれてい
ます。
　コロナを気にせず、
早く活動が出来る日
をみなさん待ち望ん
でいるようでした。

また鈴木先生の
　「寒天教室」
　 したいねぇ～

各 地 域 か ら の 報 告  お 知 ら せ
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　牡鹿支所では、65歳以上の一人暮らしの方を対象に、郵便配達時の声がけを実施し、定期
的に安否確認の強化を図ることを目的として、毎月第４土曜日に絵手紙を郵送しています。

　活動を開始してから、今年で６年目を迎える「中央第二ひまわ
り会」をご紹介します。
　復興住宅の集会所で月１回、年齢関係なくいつも和気あいあい
とした雰囲気の中、活動されています。日頃からお互いに声を掛
け合い、心配し合える関係作りを大切にしており、自然と “支え

　ボランティア「絵てがみサークル
ふきのとう」のみなさんの協力をい
ただき、季節の花や果物等を絵手紙
（はがき）に心を込めて書いておりま
す。ぜひ利用してはいかがでしょう
か？
　利用ご希望の方は、各地区の民生
委員児童委員または、牡鹿支所にお
申込みください。（☎４５－２６８４）

けないのよ」と語る武山昭子さんは、飯
野川地区で20年に渡り「仲町ふれあい
会」の代表としてサロン活動を継続して
きました。現在はコロナ禍で集まること
を控えているため、一人一人に自ら手紙
を書き、訪問しながら会員の様子を伺っ
ているとのことでした。
　「継続の秘訣は？」と質問をすると、「震
災時や今回のコロナ騒動もそう、どうし

ようか…と思うときもあったの。でも地域に待ってくれている方
がいるのよ。みんなの笑顔を思い出すと辞められない。またあの
笑顔を見たくなってね」と答えてくれました。
　「一緒に活動してくれるお
世話役がいるから、こうして
長く続けられてきた。今後は
一緒に活動を支えてくれる仲
間を増やしながら地域のため
に頑張るわ」と元気に語って
くれました。 個性が輝く

アクセサリー

赤、ピンク、
白の順が
いいかな？

みんなで脳トレ体操

季
節
の
便
り
を

　
お
届
け
し
ま
す

一緒に書いてみませんか？

　自分好みの押し花を選んで、可愛らしいアクセ
サリーを作る姿は真剣そのもの。出来上がったア
クセサリーを眺め、みなさん満面の笑みでした。
　地域のなかで、こんなふうに笑顔があふれる時
間や場所、大切にしていきたいですね。

好みの
押し花選びに
夢中

サロン紹介

「中央第二ひまわり会」

合い” が生まれてい
ます。
　コロナを気にせず、
早く活動が出来る日
をみなさん待ち望ん
でいるようでした。

また鈴木先生の
　「寒天教室」
　 したいねぇ～

各 地 域 か ら の 報 告  お 知 ら せ
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■
石
巻
地
区

畑
　
中
　
　
　
長
　
本
町
協
和
会

中
　
村
　
　
　
守
　
本
町
協
和
会

三
　
谷
　
れ
い
子
　
羽
黒
町
坂
下
会

三
　
宅
　
葉
　
子
　
羽
黒
町

佐
　
藤
　
邦
　
夫
　
橋
通
り
会

木
　
村
　
啓
　
子
　
ア
イ
ト
ピ
ア
大
町
会

木
　
村
　
雅
　
俊
　
中
央
銀
座
会

青
　
木
　
純
　
子
　
中
央
三
丁
目

木
　
村
　
恵
美
子
　
上
釜

渡
　
辺
　
ゆ
う
子
　
上
釜

高
　
橋
　
柳
　
子
　
上
釜

坂
　
井
　
京
　
子
　
上
釜

阿
　
部
　
和
　
子
　
上
釜

三
　
浦
　
　
　
勲
　
下
釜
第
一

鈴
　
木
　
き
ぬ
子
　
下
釜
第
二

𠮷𠮷
　
田
　
さ
つ
子
　
三
軒
屋
東

小
野
寺
　
則
　
子
　
三
軒
屋
東

大
　
野
　
　
　
武
　
下
大
街
道
第
一

渡
　
部
　
敬
　
義
　
下
大
街
道
第
一

川
　
熊
　
え
み
子
　
下
大
街
道
第
一

阿
　
部
　
信
　
子
　
下
大
街
道
第
一

宇
都
宮
　
智
恵
子
　
下
大
街
道
第
二

佐
　
藤
　
美
智
子
　
下
大
街
道
第
二

遠
　
藤
　
昭
　
子
　
下
大
街
道
第
二

和
　
泉
　
慶
　
信
　
本
草
園
隣
和
会

髙
　
橋
　
由
　
香
　
本
草
園
隣
和
会

菅
　
原
　
寿
　
和
　
泉
町

福
　
原
　
俊
　
幸
　
泉
町

鈴
　
木
　
照
　
男
　
泉
町

玉
　
川
　
　
　
悟
　
泉
町

島
　
宗
　
正
　
作
　
泉
町

斎
　
藤
　
孝
　
志
　
泉
町

宍
　
戸
　
行
　
雄
　
泉
町

庄
　
司
　
勝
　
彦
　
泉
町

須
　
田
　
恒
　
哉
　
泉
町

小
　
川
　
貞
　
子
　
日
和
会

木
　
村
　
順
　
子
　
日
和
会

阿
　
部
　
貴
志
子
　
日
和
会

大
　
山
　
知
江
子
　
日
和
三
丁
目

太
　
田
　
み
さ
子
　
日
和
三
丁
目

阿
　
部
　
福
　
子
　
日
和
三
丁
目

平
　
塚
　
智
　
美
　
日
和
三
丁
目

村
　
上
　
り
つ
子
　
第
一
日
和
親
交
会

加
　
賀
　
真
喜
子
　
第
一
日
和
親
交
会

梅
　
田
　
と
し
子
　
第
一
日
和
親
交
会

渡
　
邊
　
紀
　
一
　
第
一
日
和
親
交
会

仲
　
秋
　
友
　
子
　
宜
山
町

岩
　
淵
　
み
つ
え
　
宜
山
町

日
　
野
　
和
　
子
　
大
手
町

佐
々
木
　
三
亜
子
　
大
手
町
　
　
　

鈴
　
木
　
章
　
子
　
大
手
町

本
　
間
　
信
　
子
　
か
ど
の
わ
き

阿
　
部
　
規
　
子
　
か
ど
の
わ
き

天
　
野
　
麻
里
子
　
か
ど
の
わ
き

阿
　
部
　
恭
　
子
　
か
ど
の
わ
き

濱
　
谷
　
ゆ
み
子
　
か
ど
の
わ
き

江
　
良
　
恵
美
子
　
か
ど
の
わ
き

富
　
　
　
利
美
子
　
か
ど
の
わ
き

浅
　
野
　
恭
　
子
　
か
ど
の
わ
き

和
　
田
　
佳
　
子
　
か
ど
の
わ
き

松
　
　
　
和
　
枝
　
鋳
銭
場
隣
友
会

佐
々
木
　
祥
　
子
　
鋳
銭
場
隣
友
会

鈴
　
木
　
充
　
代
　
鋳
銭
場
隣
友
会

小
　
松
　
勝
　
徳
　
駅
前
北
通
り
親
和
会

石
　
上
　
道
　
子
　
駅
前
北
通
り
親
和
会

三
　
浦
　
恵
　
子
　
駅
前
北
通
り
親
和
会

佐
　
藤
　
美
代
子
　
駅
前
北
通
り
親
和
会

奥
　
田
　
洋
　
子
　
新
中
里
親
和
会

岡
　
崎
　
ま
つ
子
　
新
中
里
親
和
会

吉
　
田
　
忠
　
美
　
新
中
里
親
和
会

渡
　
邉
　
正
　
一
　
南
中
里
親
和
会

清
水
石
　
謙
　
一
　
南
中
里
親
和
会

亀
　
井
　
な
つ
え
　
南
中
里
親
和
会

弓
　
田
　
功
　
吉
　
南
中
里
親
和
会

佐
々
木
　
恵
久
子
　
南
中
里
親
和
会

和
　
田
　
賀
代
子
　
南
中
里
親
和
会

小
野
寺
　
延
　
子
　
東
中
里
新
栄
会

安
　
竹
　
喜
美
江
　
東
中
里
新
栄
会

渡
　
邉
　
勝
　
朗
　
中
里
第
一

櫻
　
井
　
與
四
郎
　
中
里
第
一

浦
　
戸
　
純
　
子
　
中
里
第
二

内
　
海
　
ゆ
か
り
　
中
里
第
二

相
　
澤
　
て
つ
こ
　
千
石
町

和
　
泉
　
美
津
江
　
住
吉
町

伊
　
藤
　
益
　
夫
　
元
倉

尾
　
崎
　
　
　
宏
　
元
倉

木
　
村
　
い
そ
子
　
元
倉

粟
　
野
　
洋
　
子
　
元
倉

木
　
村
　
公
　
郎
　
元
倉

杉
　
山
　
き
よ
子
　
元
倉

安
　
海
　
　
　
俊
　
元
倉

戸
　
田
　
正
　
勝
　
水
明

生
良
志
　
康
　
信
　
水
明

阿
　
部
　
俊
　
弥
　
水
明

髙
　
橋
　
國
　
益
　
水
明

岡
　
本
　
　
　
隆
　
水
明

中
　
野
　
正
　
治
　
水
押

佐
々
木
　
安
　
信
　
水
押

伊
　
藤
　
芳
　
弘
　
水
押

阿
　
部
　
英
　
昭
　
水
押

鈴
　
木
　
セ
イ
子
　
水
押

大
　
崎
　
揚
　
子
　
水
押
　
　
　
　

鈴
　
木
　
の
り
子
　
水
押

堀
　
川
　
紀
　
一
　
開
北

村
　
上
　
百
合
子
　
開
北

阿
　
部
　
明
　
夫
　
開
北

木
　
村
　
　
　
勝
　
開
北

髙
　
橋
　
一
　
惠
　
開
北

鈴
　
木
　
昭
　
夫
　
水
押
新
生
会

高
　
橋
　
孝
　
平
　
水
押
新
生
会

中
　
西
　
文
　
夫
　
水
押
新
生
会

和
　
地
　
徳
　
子
　
水
押
新
生
会

千
　
葉
　
徳
　
子
　
水
押
新
生
会

阿
　
部
　
ゆ
き
え
　
水
押
新
生
会

千
　
葉
　
富
美
子
　
大
橋

小
　
山
　
と
よ
子
　
大
橋

伊
　
藤
　
武
　
彦
　
明
神
山

杉
　
本
　
靜
　
子
　
清
水
町
一
丁
目

日
　
野
　
光
　
枝
　
清
水
町
一
丁
目

林
　
　
　
陽
　
子
　
清
水
町
一
丁
目

馬
　
場
　
美
智
枝
　
新
橋

大
　
森
　
サ
ダ
ヨ
　
山
下
町
一
丁
目

阿
　
部
　
よ
し
子
　
山
下
町
二
丁
目

熱
　
海
　
く
み
子
　
山
下
町
二
丁
目

林
　
　
　
貞
一
郎
　
田
道
町
一
丁
目

及
　
川
　
　
　
聡
　
田
道
町
一
丁
目

瀬
　
戸
　
文
　
子
　
田
道
町
二
丁
目

髙
　
橋
　
由
　
利
　
田
道
町
二
丁
目

千
　
葉
　
悦
　
子
　
貞
山
二
丁
目

渥
　
美
　
の
り
こ
　
貞
山
二
丁
目

安
　
部
　
慶
　
子
　
貞
山

加
　
藤
　
の
り
子
　
貞
山

星
　
　
　
弘
　
子
　
貞
山

鈴
　
木
　
勝
　
子
　
末
広
町

佐
　
藤
　
ゆ
り
子
　
末
広
町

阿
　
部
　
慶
　
吾
　
八
幡
町
八
幡
会

牧
　
野
　
　
　
茂
　
湊
町
二
丁
目

佐
　
藤
　
瑞
　
枝
　
湊
町
三
丁
目
新
興
会

奥
　
田
　
ゆ
う
子
　
湊
町
三
丁
目
新
興
会

髙
　
坂
　
孝
　
子
　
第
一
吉
野
会

粟
　
野
　
祥
　
子
　
第
一
吉
野
会

高
　
橋
　
恵
　
子
　
第
一
吉
野
会

瀧
　
澤
　
紀
美
子
　
第
一
吉
野
会

鈴
　
木
　
ヨ
ネ
子
　
第
一
吉
野
会

戸
　
村
　
サ
ダ
子
　
第
一
吉
野
会

万
　
代
　
修
　
吾
　
吉
野
県
住
光
和
会

及
　
川
　
信
　
三
　
吉
野
県
住
光
和
会

志
　
村
　
佐
和
子
　
吉
野
町
二
丁
目

宮
　
林
　
章
　
子
　
吉
野
町
二
丁
目

木
　
村
　
良
　
子
　
吉
野
町
三
丁
目

菊
　
地
　
妙
　
子
　
吉
野
町
三
丁
目

齋
　
藤
　
裕
　
子
　
鹿
妻
第
一
　
　

浅
　
野
　
美
　
江
　
鹿
妻
第
一

岩
　
本
　
庸
　
子
　
鹿
妻
第
二

東
海
林
　
か
つ
子
　
鹿
妻
第
二

西
　
村
　
し
　
げ
　
鹿
妻
第
三

及
　
川
　
幸
　
枝
　
伊
原
津

一
　
條
　
雄
　
二
　
公
営
鹿
妻
明
和
会

渋
　
谷
　
　
　
透
　
公
営
鹿
妻
明
和
会

今
　
野
　
有
美
子
　
公
営
鹿
妻
明
和
会

平
　
塚
　
き
い
子
　
渡
波
町
一
丁
目

亀
　
山
　
奈
美
江
　
渡
波
町
二
丁
目

後
　
藤
　
富
士
子
　
渡
波
町
三
丁
目

阿
　
部
　
和
　
夫
　
松
原
町

大
　
槻
　
祥
　
二
　
祝
田
２
区

亀
　
山
　
輝
　
雄
　
佐
須

金
　
星
　
み
は
る
　
小
竹
浜

鈴
　
木
　
由
美
子
　
小
竹
浜

川
　
崎
　
愛
　
子
　
う
し
お
町

横
　
山
　
て
る
子
　
う
し
お
町

髙
　
橋
　
勝
　
子
　
幸
町

阿
　
部
　
充
　
子
　
万
石
浦
１
区

亀
　
山
　
聖
　
子
　
万
石
浦
２
区

遠
　
山
　
禮
　
子
　
流
留

粟
　
野
　
み
よ
し
　
流
留

阿
　
部
　
勝
　
子
　
表
沢
田

阿
　
部
　
幸
　
子
　
表
沢
田

千
　
葉
　
幸
　
子
　
表
沢
田

佐
　
藤
　
仁
　
子
　
表
沢
田

畠
　
山
　
孝
　
子
　
垂
水
町

阿
　
部
　
多
喜
江
　
垂
水
町

今
　
藤
　
せ
つ
子
　
後
生
橋
・
宇
田
川
町

成
　
田
　
恵
　
子
　
万
石
町

木
　
村
　
き
く
子
　
三
和
町

津
　
田
　
善
　
男
　
三
和
町

津
　
田
　
好
　
子
　
三
和
町

門
　
脇
　
て
る
よ
　
榎
壇

奥
　
田
　
美
智
子
　
さ
く
ら
町
三
・
四
丁
目

雁
　
部
　
博
　
子
　
さ
く
ら
町
三
・
四
丁
目

秋
　
山
　
慶
　
子
　
さ
く
ら
町
三
・
四
丁
目

富
　
樫
　
衛
　
勝
　
鹿
松

内
　
海
　
喜
代
美
　
栄
田
第
１

佐
々
木
　
栄
　
子
　
栄
田
第
２

内
　
海
　
幸
太
郎
　
千
刈
田

色
　
川
　
光
　
子
　
浜
松
町

坊
　
澤
　
興
　
淳
　
大
瓜
棚
橋

梶
　
谷
　
　
　
繁
　
大
瓜
亀
山

梶
　
原
　
里
　
美
　
大
瓜
八
津

渡
　
邉
　
典
　
子
　
大
瓜
八
津

高
　
橋
　
由
美
子
　
大
瓜
八
津

鶴
　
岡
　
佳
代
子
　
大
瓜
入

中
　
澤
　
き
え
子
　
高
木
東
部

髙
　
城
　
邦
　
秀
　
水
沼
西
部

石巻市社会福祉協議会「福祉協力員」のご紹介
　今年度、任期満了に伴い各地域からご推薦いただいた、448名の方々
を新たに福祉協力員として委嘱いたしました。
　福祉協力員のみなさまには、「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづ
くり」にご協力いただいております。
任期：令和３年４月１日～令和５年３月31日（２年間）　※敬称略
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高
　
橋
　
時
　
治
　
水
沼
西
部

岡
　
田
　
匡
　
美
　
水
沼
東
部

岡
　
田
　
真
由
美
　
水
沼
東
部

髙
　
橋
　
輝
　
行
　
真
野
内
原

三
　
浦
　
成
　
一
　
真
野
内
原

奥
　
津
　
　
　
明
　
真
野
日
向
日
影

木
　
村
　
浩
　
子
　
真
野
小
島

松
　
浦
　
信
　
子
　
真
野
小
島

千
　
葉
　
芳
　
子
　
沼
津

伊
　
勢
　
由
　
理
　
井
内
東
部

平
　
塚
　
節
　
子
　
井
内
東
部

阿
　
部
　
元
　
信
　
井
内
西
部

梅
　
本
　
る
　
み
　
美
園

斎
　
藤
　
れ
い
子
　
美
園

亀
　
山
　
明
　
子
　
蛤
浜

杉
　
浦
　
　
　
裕
　
月
浦
・
侍
浜

阿
　
部
　
恵
美
子
　
小
積
浜

平
　
塚
　
ひ
ろ
み
　
狐
崎
浜

平
　
塚
　
秀
　
正
　
狐
崎
浜
　

古
　
内
　
新
　
一
　
狐
崎
浜

藤
　
田
　
由
紀
子
　
狐
崎
浜

末
　
永
　
伸
　
恵
　
福
貴
浦

阿
　
部
　
仁
　
美
　
福
貴
浦

江
　
刺
　
み
ゆ
き
　
荻
浜

雁
　
部
　
ユ
ウ
コ
　
上
第
１

伏
　
見
　
栄
　
子
　
上
第
１

落
　
合
　
寛
　
孝
　
上
第
２

斎
　
藤
　
ア
　
ツ
　
あ
け
ぼ
の

飯
　
坂
　
洋
　
子
　
あ
け
ぼ
の

櫻
　
井
　
久
　
雄
　
あ
け
ぼ
の

木
　
村
　
百
合
子
　
あ
け
ぼ
の

髙
　
橋
　
公
　
治
　
わ
か
ば

佐
　
藤
　
京
　
子
　
境
谷
地

宮
　
崎
　
敬
　
之
　
蛇
田
新
橋

鈴
　
木
　
真
由
美
　
丸
井
戸
第
１

齋
　
藤
　
千
代
子
　
丸
井
戸
第
２

黒
　
須
　
武
　
敏
　
中
埣
第
１

青
　
木
　
富
　
也
　
中
埣
第
２

松
　
川
　
美
　
輪
　
恵
み
野
東

三
　
浦
　
敦
　
子
　
恵
み
野
西

近
　
藤
　
敏
　
行
　
新
谷
地
前
心
和
会

浅
　
利
　
秀
　
勝
　
新
谷
地
前
心
和
会

今
　
野
　
美
　
徳
　
新
谷
地
前
心
和
会

伏
　
見
　
賢
　
一
　
沖

木
　
村
　
　
　
誠
　
福
村

阿
　
部
　
て
つ
子
　
あ
け
ぼ
の
北
　
　

阿
　
部
　
久
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

阿
　
部
　
喜
久
子
　
向
陽
町
新
栄
会
　
　

阿
　
部
　
英
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

木
　
村
　
勝
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

浅
　
田
　
美
佐
子
　
向
陽
町
新
栄
会

岩
　
佐
　
光
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

遠
　
藤
　
春
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

条
　
　
　
直
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

阿
　
部
　
洋
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

和
　
泉
　
　
　
勲
　
向
陽
町
新
栄
会

武
　
山
　
い
さ
子
　
向
陽
町
新
栄
会

髙
　
橋
　
三
　
郎
　
向
陽
町
新
栄
会

遠
　
藤
　
の
ぶ
子
　
向
陽
町
新
栄
会

鈴
　
木
　
る
み
子
　
向
陽
町
新
栄
会

鈴
　
木
　
喜
美
子
　
向
陽
町
新
栄
会

相
　
沢
　
芙
美
子
　
向
陽
町
新
栄
会

鈴
　
木
　
呈
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

嶋
　
村
　
の
ぶ
子
　
向
陽
町
五
丁
目
若
葉
会

田
　
中
　
千
栄
子
　
向
陽
町
五
丁
目
若
葉
会

高
　
橋
　
み
さ
子
　
向
陽
町
五
丁
目
若
葉
会

菊
　
地
　
郷
　
子
　
谷
地
第
１

安
　
藤
　
真
　
美
　
谷
地
第
２

氏
　
家
　
志
　
乃
　
谷
地
第
２

内
　
海
　
郁
　
子
　
谷
地
第
３

平
　
塚
　
　
　
功
　
蛇
田
親
和
会（
新
下
前
沼
）

及
　
川
　
雄
　
子
　
蛇
田
親
和
会（
新
下
前
沼
）

小
野
寺
　
喜
七
郎
　
蛇
田
親
和
会（
新
下
前
沼
）

後
　
藤
　
道
　
江
　
蛇
田
親
和
会（
東
前
沼
第
一
）

千
　
葉
　
あ
さ
子
　
蛇
田
親
和
会（
東
前
沼
第
一
）

木
　
村
　
ち
よ
子
　
蛇
田
親
和
会（
東
前
沼
第
一
）

永
　
峯
　
一
　
男
　
蛇
田
親
和
会（
東
前
沼
第
二
）

小
　
山
　
裕
　
子
　
蛇
田
親
和
会（
東
前
沼
第
二
）

神
　
山
　
庄
　
一
　
あ
ゆ
み
野

草
　
島
　
真
　
人
　
あ
ゆ
み
野

山
　
内
　
登
茂
子
　
あ
ゆ
み
野

星
　
　
　
美
佐
枝
　
あ
ゆ
み
野

及
　
川
　
栄
　
子
　
あ
ゆ
み
野

渡
　
邉
　
弘
　
子
　
あ
ゆ
み
野
駅
前

松
　
林
　
勝
　
彦
　
あ
ゆ
み
野
駅
前

阿
　
部
　
匡
　
伸
　
あ
ゆ
み
野
駅
前

日
　
野
　
信
　
吾
　
あ
ゆ
み
野
駅
前

大
　
嶋
　
三
千
代
　
あ
ゆ
み
野
駅
前
　
　

■
河
北
地
区

髙
　
橋
　
忠
　
之
　
成
田

小
　
山
　
和
　
義
　
飯
野
川
上
町

山
　
崎
　
秀
　
俊
　
飯
野
川
仲
町

大
　
浪
　
　
　
茂
　
飯
野
川
本
町

舘
　
田
　
秋
　
雄
　
旧
屋
敷

平
　
野
　
壮
　
一
　
五
味

髙
　
橋
　
正
　
夫
　
元
相
野
谷

齋
　
藤
　
雄
　
一
　
中
島
上

神
　
山
　
利
　
昭
　
中
島
下

伊
　
藤
　
政
　
夫
　
中
野

山
　
下
　
忠
　
克
　
牧
野
巣

佐
　
藤
　
和
　
一
　
皿
貝

武
　
山
　
東
　
一
　
馬
鞍

遠
　
藤
　
和
　
祥
　
五
十
五
人

相
　
澤
　
清
　
也
　
鶴
家

及
　
川
　
公
　
一
　
沢
田
崎
山

三
　
浦
　
　
　
博
　
川
の
上

芳
　
賀
　
茂
　
吉
　
後
谷
地

伊
　
藤
　
吉
太
郎
　
吉
野

首
　
藤
　
英
　
敏
　
岩
崎

山
　
内
　
隆
　
夫
　
飯
野
本
地

菅
　
原
　
正
　
一
　
飯
野
新
田

三
　
條
　
経
三
郎
　
二
子
東

末
　
永
　
光
　
平
　
二
子
南

山
　
下
　
元
　
三
　
二
子
西

日
　
野
　
　
　
敦
　
北
境

堀
　
井
　
　
　
栄
　
東
福
田

桝
　
田
　
晴
　
雄
　
大
土

今
　
野
　
良
　
隆
　
梨
木
舟
渡

齋
　
藤
　
安
　
弘
　
大
森

梶
　
原
　
敏
　
彦
　
辻
堂

梶
　
原
　
精
　
一
　
三
輪
田
上

亀
　
山
　
栄
　
記
　
三
輪
田
中

千
　
葉
　
正
　
隆
　
三
輪
田
下

今
　
野
　
和
　
夫
　
福
地

鈴
　
木
　
瑞
　
彦
　
横
川

大
　
槻
　
稲
　
夫
　
谷
地

三
　
浦
　
金
二
郎
　
針
岡
第
一

今
　
野
　
長
　
松
　
針
岡
第
二

武
　
山
　
秋
　
男
　
入
釜
谷

■
雄
勝
地
区

永
　
沼
　
秀
　
和
　
名
振

永
　
沼
　
忠
一
朗
　
船
越

髙
　
橋
　
　
　
清
　
荒

阿
　
部
　
幸
　
平
　
大
須
下

髙
　
橋
　
建
　
市
　
大
須
上

伊
　
藤
　
昭
　
男
　
大
須
船
隠

菅
　
原
　
美
能
留
　
熊
沢

阿
　
部
　
　
　
忍
　
羽
坂

今
　
野
　
清
　
郎
　
桑
浜

永
　
沼
　
　
　
勝
　
立
浜
・
大
浜

髙
　
橋
　
　
　
治
　
小
島

佐
　
藤
　
優
　
子
　
明
神

髙
　
橋
　
武
　
彦
　
雄
勝
中
央

吉
　
田
　
　
　
薫
　
味
噌
作
・
原

佐
野
内
　
利
　
昭
　
船
戸

大
　
槻
　
敏
　
也
　
唐
桑

秋
　
山
　
喜
　
弘
　
水
浜
　
　

■
河
南
地
区

門
　
間
　
千
惠
子
　
根
方

髙
　
橋
　
良
　
郎
　
黒
沢

木
　
村
　
良
兵
衛
　
駅
前

佐
　
藤
　
幸
　
一
　
定
川

奥
　
田
　
晴
　
彦
　
山
崎

米
　
倉
　
秀
　
一
　
和
渕
山
根

鈴
　
木
　
善
　
幸
　
和
渕
町
上

鈴
　
木
　
悟
一
郎
　
和
渕
町

佐
　
野
　
　
　
啓
　
笈
入

櫻
　
田
　
一
　
利
　
中
山
上
谷
地

笹
　
野
　
吉
　
夫
　
梅
木

蜂
　
谷
　
　
　
勲
　
四
家

亀
　
山
　
純
　
一
　
新
田
町

車
　
田
　
定
　
則
　
本
町

千
　
田
　
　
　
功
　
道
的

渡
　
辺
　
俊
　
一
　
三
軒
谷
地

三
　
浦
　
　
　
望
　
谷
地
中

小
野
寺
　
敏
　
雄
　
曽
波
神

太
　
田
　
重
　
敏
　
中
埣

千
　
葉
　
正
　
志
　
山
根

髙
　
橋
　
慶
　
悦
　
沢
田

三
　
浦
　
　
　
功
　
舘

澁
　
谷
　
　
　
誠
　
糠
塚

佐
　
藤
　
み
き
子
　
し
ら
さ
ぎ
台

鈴
　
木
　
　
　
孝
　
砂
押

髙
　
橋
　
　
　
実
　
柏
木

伊
　
藤
　
冷
　
子
　
広
渕
町
下

雫
　
石
　
利
　
幸
　
広
渕
町
上

上
遠
野
　
恵
美
子
　
新
田

遠
　
藤
　
和
　
良
　
青
木

名
久
井
　
正
　
一
　
大
番
所

東
　
山
　
敏
　
治
　
朝
日

木
　
村
　
政
　
美
　
大
沢

小
　
原
　
珠
　
美
　
箱
清
水

遠
　
藤
　
篤
　
行
　
表
沢

佐
　
藤
　
真
由
美
　
俵
庭

遠
　
藤
　
依
　
子
　
小
崎

■
桃
生
地
区

高
　
橋
　
邦
　
男
　
倉
埣

佐
々
木
　
　
　
宏
　
深
山
・
牛
田

佐
々
木
　
盛
　
夫
　
寺
崎
舟
場

髙
　
橋
　
義
　
一
　
寺
崎
上

菅
　
原
　
眞
　
一
　
寺
崎
下

平
　
塚
　
　
　
弘
　
中
津
山
上

若
　
生
　
　
　
実
　
中
津
山
下
・
四
軒

佐
々
木
　
勝
　
徳
　
城
内
舘
下

佐
々
木
　
克
　
信
　
城
内
嶺

伊
　
藤
　
　
　
幸
　
新
田
上

佐
々
木
　
祐
　
助
　
新
田
下

濱
　
林
　
良
　
治
　
給
人
町
上

髙
　
橋
　
　
　
武
　
給
人
町
下

髙
　
橋
　
善
　
美
　
神
取
上

鈴
　
木
　
正
　
男
　
神
取
下

齊
　
藤
　
喜
　
一
　
高
須
賀
上

阿
　
部
　
仁
　
一
　
高
須
賀
下

佐
々
木
　
　
　
弘
　
小
池

渡
　
邊
　
哲
　
郎
　
太
田
西

佐
　
藤
　
英
　
悦
　
拾
貫

佐
々
木
　
惣
　
治
　
入
沢

千
　
葉
　
　
　
倫
　
樫
崎
東
・
山
田

千
　
葉
　
　
　
圴
　
樫
崎
西

酒
　
井
　
寛
　
治
　
永
井

佐
　
藤
　
正
　
孝
　
裏
永
井
　
　
　

■
北
上
地
区

梶
　
原
　
敏
　
雄
　
橋
浦
本
地

武
　
田
　
敏
　
雄
　
橋
浦
大
須
上

小
　
指
　
　
　
清
　
橋
浦
大
須
下

武
　
山
　
憲
　
夫
　
長
尾

武
　
山
　
　
　
萬
　
行
人
前

今
　
野
　
甚
　
悦
　
泉
沢

大
　
内
　
賢
一
郎
　
中
原

佐
々
木
　
一
　
郎
　
要
害

武
　
山
　
年
　
男
　
大
上

千
　
葉
　
宏
　
一
　
追
波

千
　
葉
　
み
よ
子
　
吉
浜
・
月
浜

佐
　
藤
　
富
士
夫
　
長
塩
谷
・
白
浜

木
　
村
　
重
　
昭
　
小
室

佐
々
木
　
市
　
夫
　
大
室

阿
　
部
　
　
　
滋
　
小
泊

佐
　
藤
　
照
　
男
　
相
川

阿
　
部
　
三
　
男
　
小
指

阿
　
部
　
朝
　
照
　
大
指

武
　
山
　
　
　
亀
　
小
滝

■
牡
鹿
地
区

大
　
宮
　
喜
美
雄
　
鮎
川
第
１

水
　
戸
　
和
　
則
　
鮎
川
第
３

鈴
　
木
　
正
　
利
　
鮎
川
第
５

鈴
　
木
　
　
　
仁
　
鮎
川
第
６

奥
　
海
　
　
　
聖
　
金
華
山

阿
　
部
　
　
　
毅
　
新
山

阿
　
部
　
豊
　
道
　
長
渡
中
小
路
・
長
渡
根
組

水
　
越
　
研
　
二
　
網
地

及
　
川
　
伸
太
郎
　
十
八
成

石
　
森
　
瑞
　
子
　
小
渕

高
　
橋
　
敏
　
一
　
給
分

石
　
森
　
彦
　
一
　
大
原

亀
　
山
　
正
　
利
　
小
網
倉

渥
　
美
　
勝
　
彦
　
谷
川

渡
　
辺
　
喜
代
壽
　
大
谷
川

阿
　
部
　
正
　
樹
　
鮫
浦

安
　
住
　
留
治
郎
　
泊

鈴
　
木
　
榮
　
悦
　
前
網

渡
　
辺
　
洋
　
悦
　
寄
磯
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編 集 後 記
　毎日の通勤は、時間はかかるものの、雄勝の山並みや
夕日に輝く雄勝湾、水面が煌めく北上川など、癒しの風
景に出会え、リラックスできる良い時間になっています。
そんな、毎日のちょっとした時間を大切に過ごして行き
たいと思います。（萬）

石巻市社会福祉協議会　各支所　お問い合わせ先

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
３
年
４
月
１
日
～

令
和
３
年
５
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

※敬称略

●
石
巻
支
所

・
小
松
信
雄
、
行
子（
水
明
南
）

・
阿
部
洋
子

・
増
田
慎
一（
静
岡
県
）

・
戸
大
建
設
工
業
㈱（
神
奈
川
県
）

・
岩
井
君
代
、
福
崎
幸
子
、
佐
武
英
男
、
森
本
ス
ミ
エ
、

岸
田
キ
ヨ
ヱ
、
泉
嘉
津
子（
香
川
県
）

・
㈱
海
洋
建
設

・
濱
谷
ゆ
み
子
、
勝
美

・
匿
名
３
件

●
生
活
支
援
課

・
上
山
正
彦

●
み
ど
り
園

・
石
巻
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
か
し
わ
ホ
ー
ム

・
髙
橋
佐
千
郎

・
永
沼
松
風

・
匿
名
２
件

●
河
南
支
所

・
匿
名
１
件

●
桃
生
支
所

・
匿
名
２
件

　

み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
、
寄
附
物
品

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
サ
ロ
ン
助
成
や
地
域
福
祉
事
業
等
、
本

会
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
寄
附
に
つ
き
ま
し
て
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

総 務 課
地 域 福 祉 課
ボランティアセンター

〒986-0825  石巻市穀町15−2
☎0225-96-5290　FAX 0225-96-5223

生 活 支 援 課

（復興支援室）

〒986-0025  石巻市湊町一丁目2−2
☎0225-92-6733　FAX 0225-96-2613
☎0225-23-3911　FAX 0225-23-3912

河 北 支 所 〒986-0132  石巻市小船越字山畑417−54
☎0225-62-1077　FAX 0225-62-1079

雄 勝 支 所 〒986-1333 石巻市雄勝町雄勝字下雄勝12-42
☎0225-61-3011　FAX 0225-61-3022

河 南 支 所 〒987-1101  石巻市前谷地字黒沢前35
☎0225-72-3725　FAX 0225-72-2408

桃 生 支 所 〒986-0313  石巻市桃生町中津山字八木157-1
☎0225-76-1020　FAX 0225-79-1018

北 上 支 所 〒986-0202  石巻市北上町橋浦字大須215
☎0225-67-3025　FAX 0225-61-7024

牡 鹿 支 所 〒986-2523  石巻市鮎川浜清崎山7
☎0225-45-2684　FAX 0225-45-2785

7月は「社会を明るくする運動」
強化月間です！
　「社会を明るくする運動」は、犯罪
や非行の防止、罪を犯した人の更生の
ため、保護司会・更生保護女性会を中
心として活動する全国的な運動です。

み
な
さ
ま
か
ら
の

あ
た
た
か
い
ご
支
援
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

石巻東ロータリークラブ様

香川県丸亀市民有志のみなさん

㈱海洋建設様

濱谷ゆみ子、勝美様
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